
（別紙３）

～ 令和6年11月15日

（対象者数） 10名 （回答者数） 10名

～ 令和6年12月13日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

個々の発達段階に応じ、情報過多にならないよう選

択肢の数や詳細さを検討し提示、問いかけしてい

き、自分で選択できる経験を積み重ねていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

○従業者評価実施期間
令和6年12月2日

○事業所名 空

○保護者評価実施期間
令和6年11月1日

○保護者評価有効回答数

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

自己選択、意思決定の機会を計画的に設け、一人ひ

とりの気持ちを引き出せるよう様々な経験を積み重

ねている。

一人ひとりが自己表現できるような環境を作りなが

ら、イベントの昼食や活動内容を個別に聞いたり、

全体で話合いしたりする中で決めている。

発語が困難な利用者に対し、写真の提示やジェス

チャーを用いて意思を伝えられるよう支援してい

る。

事業所における自己評価総括表公表


